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１．研究計画の概要 

本研究は、読み書き障害の原因について
生理学的指標を用いて解明すること、さら
にその知見を元に障害を有する児の指導
における教材や指導法を開発させること
である。また、これらの取り組みにより得
られた学習障害児の読み書き障害の新た
な指導法について提言を行っていくこと
を目的とする。 
(1)読み書き障害の原因の諸説と指導法に
ついて調査を行いその妥当性を整理す
る。 

(2)(1)を元に、視覚知覚過程の特徴を明らか
にするための視覚機能評価法を開発す
る。検査は視知覚検査、知能検査に加え、
生理心理学的検査を実施し総合的なも
のとする。開発された視知覚機能評価法
は標準的発達様相と照らし、学習障害児
の視知覚機能の障害と原因を解明する。 

(3)(2)によって明らかとする学習障害児の
視知覚特性に即した指導教材や指導方
法を開発し、その効果について評価を行
う。 

 
２．研究の進捗状況 

(1)読み書き障害の原因について 
視覚に関連する中枢神経系の大細胞

系の障害によって視覚情報処理の不全
が生じ、読みに障害がもたらされるとす
る仮説、音韻の障害により読みに障害が
及ぶとする仮説があり、後者が有力であ
る。 

指導法については、知能検査（WISC、
K-ABC）により把握できる認知特性への
配慮の必要性も重要である。また、視知
覚検査によって視覚認知能力や運動協

応の障害の有無をスクリーニングし、そ
れに応じた指導を併せて行うことが必
要である。 

(2)視覚知覚過程の特徴を明らかにするた
めの視覚機能評価法を開発 
検査は視知覚検査、知能検査に加え、

生理心理学的検査を実施し総合的なも
のとした。視知覚の生理心理学的検査に
は脳波の定常性視覚誘発電位を測定し
て、視覚系の情報処理様式について検討
することとした。読み書き障害のない定
型発達児について発達的変化を把握す
るために脳波計測を行った。また、検査
時の注意集中状態などを一定にするた
めに、視覚刺激形態の修正や能動電極へ
変更によって検査時間を短縮する試み
を行った。 

(3)学習障害児の視知覚特性に即した指導
教材や指導方法の開発 

視知覚特性および知能検査の結果に
加えて、発達障害児の場合には性格特性
をも配慮の対象として指導を行ってき
た。3 人程度の小集団環境における指導
を行うことで通常学級での学習に発展
することを目標に加えた。現在、新規ケ
ースの依頼を行っている。 

 
３．現在までの達成度 
 ③やや遅れている。 
   視知覚機能評価の脳波計測において

は、定型発達児の研究参加者人数が十分
な数に達していない。そのため、確実性
をさらにたかめるために、被験者数を増
やす必要があるものと考える。また、指
導事例数が 3 事例と少数である。一事例
研究においてもその検証内容が綿密で



あれば、重要な事実が得られる。事例数
の多さだけでは研究で得られたデータ
が妥当であるとは言えない。しかし、視
知覚処理の特異性について、その障害特
性との対応について十分な議論がなさ
れたものとはいえない。 

 
４．今後の研究の推進方策 
 (1)視知覚機能評価法の開発 

課題遂行の負担軽減方法について、視
覚刺激においてビデオオーバーラップ
刺激として改変をすすめる。定型発達児
におけるデータ数を増やして、視覚機能
の発達についてデータの信頼性を高め
るようにする。 

並行して、指導対象児のうち同意を得
られた者について、視知覚認知評価を行
い学習困難の具体的な内容および個人
的特異性との関連を検討する。 

(2)学習指導の効果の検証 
学習指導教材の適切性について、学習

効果との関連性から検討を重点的に進
める。さらに新規事例の指導を開始でき
るように勧誘活動に努めるようにする。 

 
５. 代表的な研究成果 
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